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基準８ 施設・設備 

（１） 観点ごとの分析 

 

観点８－１－①： 学校において編成された教育研究組織の運営及び教育課程の実現にふさわし

い施設・設備が整備され，適切な安全管理の下に有効に活用されているか。ま

た，施設・設備のバリアフリー化や環境面への配慮がなされているか。 

 

（観点に係る状況）  

本校の施設概要は，資料８－１－①－１，２に示すとおりであり，校地，各種施設など高等専門学

校設置基準の第６章「施設および設備等」の条件を満足している。また，施設・設備は，平成12年度

に作成された「国立学校施設長期計画書」に基づいて継続的に整備・充実が図られている（資料８－

１－①－３）。 

                                              ８－１－①－１ 

施設配置図資料 

 

（出典 本校公式ウェブサイト） 

１：管理棟      ８：物質工学棟 

２：共通棟      ９：生物工学実験棟 
３：専攻科棟     10：第１機械実習工場 
４：第一講義棟    11：第 2 機械実習工場 

５：電子制御工学棟  12：第 2 講義棟 
６：電機電子工学棟  13：制御情報工学科実験棟 
７：機械工学棟    14：総合情報センター 

・制御情報工学棟  15：地域共同テクノセンター 
           
           

16：図書館 
17：第 2 体育館 

18：第 1 体育館 
19：武道館 
20：尚友会館 

21：守衛所 
22：学生寮管理棟 
23～29：学生寮 

30：学生寮食堂 
31：合宿施設 
32：生活排水処理施設      

          � 
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                                  資料８－１－①－２ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（出典 総務課作成資料） 

 

                 資料８－１－①－３ 

国立学校施設長期計画書（表紙と目次） 

 

 

（出典 沼津工業高等専門学校 国立学校施設長期計画書 平成12年度） 
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本校では，各教室及び実験・実習室，演習室，研究室，運動場，図書館（資料８－１－①－４）な 

どの一般的な施設のほか，総合情報センター（資料８－１－①－５）とマルチメディア教室（資料８

－１－①－６）が整備され，それぞれ情報処理学習と語学学習に効果を発揮している。また，全教室

には，ビデオ付きテレビと天井吊下げタイプの液晶プロジェクタが設置され，パソコンやビデオを用

いた授業が簡単に行える環境を提供している。さらに，梅雨時や夏季などの学習環境を改善するため

に，全教室にエアコンが設置されている。 

                          資料８－１－①－４ 

図書館の設備状況

 

（出典 総務課作成資料） 

                      資料８－１－①－５ 

総合情報センターの設備状況 

 

（出典 総務課作成資料） 

                   資料８－１－①－６ 

語学学習のための施設の整備状況 

 

（出典 総務課作成資料） 

また，本校には機械実習工場が設置されている（資料８－１－①－７）。機械実習工場は１・２・

３学年次の機械工作実習教育用以外に，卒業研究及び教員研究用実験装置の製作等にも対応し，

CAD/CAM/DNCを基盤にした最新鋭の数値制御工作機械などが設置されている。５名の専任技術職員と

教員とが連携して，全設備が学習内容に有機的に活用されている。本工場は機械工学科の学生だけで

はなく，電気電子工学科，電子制御工学科，制御情報工学科，物質工学科の学生に対しても機械工学

の基礎教育用施設として利用されている（資料８－１－①－８）。 
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                       資料８－１－①－７ 

機械実習工場の設備状況 

 

（出典 総務課作成資料） 

 

                     資料８－１－①－８ 

機械実習工場の授業利用状況 

 

（出典 本校機械実習工場ウェブサイト） 

 

平成19年度に，施設整備計画委員会において，全ての施設・設備について利用状況などの調査を行

い，その結果が施設の点検・評価報告書にまとめられている。その報告書によれば，身障者対応施設

の不備など若干の問題点とそれへの改善案が示されているが，施設・設備に関しては概ね有効な利用

が図られているといえる（資料８－１－①－９）。 

 また安全性に関しては，安全衛生点検結果報告書を各学科が作成し，これにより安全衛生委員会の

チェックにより常に実験室等の安全性の改善を図っている（資料８－１－①－10）。 
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 バリアフリーに関しては平成22年にバリアフリー対策事業全体計画図を作成し，エレベータ等を設

置し車椅子で移動可能な領域の拡大を図っている（資料８－１－①－11～13）。 

                      資料８－１－①－９ 

教育研究施設点検・評価表 

 

（出典 総務課作成資料） 
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資料８－１－①－10 

実験室安全衛生点検結果報告書 

 

（出典 総務課作成資料） 
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                    資料８－１－①－11 

 バリアフリー対策事業全体計画図 

 

（出典 総務課作成資料） 

 

 資料８－１－①－12 

 バリアフリー鳥瞰平面図 

 

（出典 総務課作成資料） 
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資料８－１－①－13   

身障者対策予算年度計画 

 

（出典 総務課作成資料） 
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（分析結果とその根拠理由） 

本校の施設・設備は，長期計画に基づき整備され高専設置基準を満たしており，平成19年度に

本格的な点検評価が行われ，身障者対応施設の拡充を図っている。ほとんどの施設・設備は，有

効に活用されていることが確認されている。以上の結果，相応である。 

 

 

観点８－１－②： 教育内容，方法や学生のニーズを満たすＩＣＴ環境が十分なセキュリティ管理

の下に適切に整備され，有効に活用されているか。 

（観点に係る状況） 

本校は，光ケーブルとレイヤ3スイッチによる基線10Gbps，支線1Gbpsの校内LAN（ローカルエリ

アネットワーク）が構築されており（資料８－１－②－１），校内全域から総合情報センター等に

設置されている各種サーバを利用することが可能であり，ネットワーク利用の基本ルール（資料８

－１－②－２）のもとに教育・研究に活発に利用されている。また，本校LANは，ファイアウォー

ルを介して100Mbps（ベストエフォートであり，実効20Mbps程度） の専用回線でインターネットに

接続され，教育・研究に有効に利用されている（資料８－１－②－３）。また，教室や図書館等，

構内の全域をカバーする無線LANによるネットワーク接続環境を整備し，学生の利用の便宜を図っ

ている（資料８－１－②－４）。 

 

                  資料８－１－②－１ 

ローカルエリアネットワークの構成 

 

（出典 総合情報センター作成資料） 
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              資料８－１－②ー２ 

沼津工業高等専門学校ネットワーク利用に関する基本ルール 

沼津工業高等専門学校ネットワーク利用に関する基本ルール 

（利用目的） 

 １． 本校のコンピュータネットワークは、教育、学術研究及び学校業務における利用を目的とする。  

（禁止事項） 

 ２． 次の各号に掲げる一切の行為を禁止する。 

     １） 法律に違反する行為 

       ・ 日本国法律等に反するネットワーク上での全ての行為。 

     ２） クラッキング行為 

       ・ パスワードを盗聴すること。 

       ・ 通信内容を盗聴すること。 

       ・ コンピュータウィルスを意図的に配布すること。 

       ・ セキュリティーホールを攻撃すること。 

       ・ アカウントのないホストへ不正侵入すること。 

       ・ IP アドレス、ユーザ名を詐称すること。 

     ３） 通信を妨害する行為 

       ・ IP アドレスを不正使用すること。 

       ・ チェーンメールを発信すること。 

       ・ その他、通信を妨害する目的で、不要なトラフィックを意図的に流す行為。 

     ４） 人権侵害に属する行為 

       ・ ホームページ、ネットニュース、メーリングリストなどを通じて、ネットワーク上へ個人を誹謀

・中傷するような 

         内容の記事を発信すること。 

       ・ 相手が不快に思うメールを送ること。 

     ５） 営利行為 

       ・ ホームページ、ネットニュース、メーリングリストなどを通じて、ネットワーク上に営利目的の

情報を発信すること。 

（罰  則） 

   上記２の行為を行った場合は、アカウント停止、剥奪などの罰則を課する。 

   また、その行為が学則や社会規範に反するようなものである場合は、 別途学校による処罰を課するほか、告

訴する場合もある。 

（出典 本校公式ウェブサイト） 

           資料８－１－②－３ 

学外回線の使用状況（平成22年３月〜平成23年３月） 

 

 

 

 

 

 

 

 

             （出典 本校公式ウェブサイト） 
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                   資料８－１－②－４ 

総合情報センター利用の手引き抜粋 

 

 

 

（出典 総合情報センター作成資料） 

 

総合情報センターでは，２つの演習室に計75台のPCを設置している。また電子制御工学科演習室

の46台，制御情報工学科演習室の30台，図書館の８台のPCについても統合して管理しており，利用

者はどのPCを利用しても同じ環境・データを利用できるようになっている。 

教育については，１年次より全学科の学生を対象にコンピュータを利用した情報倫理・情報処理

教育を行っている。２年次以降においても各学科の専門科目に関連した情報処理教育を実施し，本

校の教育目標の一つである「情報処理に強い技術者」の育成に中心的な役割を担っている。センタ

ーの演習室の授業での利用は，前後期とも毎週32時間におよんでいる（資料８－１－②－５）。総

合情報センターのサーバおよびPCは，４～５年に一度システムのリプレースを行って，最新のハー

ドウェア・ソフトウエア環境を提供している。学生のコンピュータ・ネットワーク利用環境整備は，

それぞれの学科および学生寮においても進められている。 

教養科ではマルチメディア教室に46台のPCを設置し，英語のリスニングの授業だけでなく，政治

経済，地理情報学などの授業に利用されている。機械工学科では，機械実習工場に24台のPCを設置

し，CAD/CAMなどの実験・実習に利用されている。 

さらに，卒研室や実験室にも，総計360台を超えるパソコンが設置され，卒業研究や学生実験で利

用されている（資料８－１－②－６）。学生寮にも，各棟にコンピュータルームが用意されインタ

ーネット利用可能なPCを配置し，さらに，無線LANによるネットワーク接続環境を整備し，寮での

学習の便宜を図っている。 
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                     資料８－１－②－５ 

 総合情報センター演習室時間割（平成23年度版） 
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資料８－１－②－５ 続き 

 

（出典 総合情報センター作成資料） 
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各学科での学生のコンピュータ利用環境及び利用状況（2010年）       資料８－１－②－６  

 コンピュータ 

設置台数 

コンピュータ演習室の授業での利用状況 

 

学科 

演

習

室 

研究室

等 

年間 

単位数 

主な科目 

機械 24 42 21 工学実験、卒業研究 

電気電子 - 60 - - 

電子制御 46 137 68 UNIX 入門、プログラミング入門、C 言語基礎、電子機械設

計製作 など 

制御情報 30 76 46 制御情報工学演習、プログラミング、計算機シミュレーシ

ョン など 

物質 - 50 - - 

（計） 100 365   

（出典 総合情報センター作成資料） 

 

セキュリティ管理を含む校内LANの管理は，総合情報センター企画会議を意思決定機関として，

総合情報センターシステム管理部門によって管理運用されている（資料８－１－②－７）。 

具体的なセキュリティ対策としては，インターネットと校内LANの境界にファイアウォールを設

置し，学外から学内のサーバのアクセスは明示的に許可したホストとサービスのみとすることで，

学外からの不正侵入の危険性を最小限にとどめている（資料８－１－②－８）。さらにアクセスロ

グの管理により不正アクセスに関する調査を可能にしている。また，ウィルス検知・駆除ソフトを

サイトライセンスとして一括購入し，ネットワーク接続された全情報端末への導入を行っている。 

                      資料８－１－②－７ 

総合情報センター組織図 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（出典 総合情報センター作成資料） 

総合情報センター運営会議 

シ
ス
テ
ム
管
理
部

門 情
報
教
育
部

門 情
報
化
推
進
部

門 

センター委員会 
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                     資料８－１－②－８ 

ファイアウォール運用ポリシー 

 
（出典 本校公式ウェブサイト） 

 

さらに，ウィルス駆除機能を持つスパムファイアウォールが導入されており，メールによるウィ

ルス感染のリスクを最小化している。情報システムのセキュリティポリシーは平成17年度に作成さ

れた学内サーバセキュリティ管理基準（資料８－１－②－９）に加え，平成23年度に下記の情報セ

キュリティ関連の規則が整備されている。 

情報セキュリティ管理規則（資料８－１－②－10），情報セキュリティ管理細則（資料８－１－

②－11），情報セキュリティ推進規則（資料８－１－②－12），情報セキュリティ推進細則（資料

８－１－②－13），情報セキュリティ教職員規則（資料８－１－②－14），情報セキュリティ教職

員細則（資料８－１－②－15）。 

 

                    資料８－１－②－９ 

学内サーバセキュリティ管理基準 

 

（出典 本校公式ウェブサイト） 
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                  資料８－１－②－10 

情報セキュリティ管理規則（抜粋） 

 

（出典 本校学内限定ウェブサイト） 

                  資料８－１－②－11 

情報セキュリティ管理細則（抜粋） 

 

 

 

 

 

（出典 本校学内限定ウェブサイト） 
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                  資料８－１－②－12 

情報セキュリティ推進規則（抜粋） 

 
（出典 本校学内限定ウェブサイト） 

 

                  資料８－１－②－13 

情報セキュリティ推進細則（抜粋） 

 

（出典 本校学内限定ウェブサイト） 
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                 資料８－１－②－14 

情報セキュリティ教職員規則（抜粋） 

 

（出典 本校学内限定ウェブサイト） 

 

                 資料８－１－②－15 

情報セキュリティ教職員細則（抜粋） 

 

（出典 本校学内限定ウェブサイト） 
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（分析結果とその根拠理由） 

本校は，教育方針の一つとして「情報技術に強い実践的技術者の養成」を掲げており，常に最先

端の情報ネットワークを維持するよう努めており，総合情報センター及び各科の演習室，実験室，

研究室を合わせて，授業等で利用する充分な数の情報端末が整備されている。また，ネットワーク

管理体制も整い，相応なセキュリティ管理がなされている。 

 

観点８－２－①： 図書，学術雑誌，視聴覚資料その他の教育研究上必要な資料が系統的に収集，

整理されており，有効に活用されているか。 

（観点に係る状況）  

教育研究に必要な図書，学術雑誌は，本校図書館を中心に整備されている。本校図書館の蔵書数

は，平成23年３月末現在，80,182冊で，教育及び研究に必要な技術・自然科学の専門書だけでなく，

社会科学や芸術など豊かな情操を養うための教養書も多く蔵書されている（資料８－２－①－１）。 

図書館で購入する図書選定は年度始めの図書室運営委員会で行い（資料８－２－①－２），随時図

書の追加を行っている。この数年の図書の購入冊数は，平成19年216冊，平成20年700冊，平成21年

1,020冊，平成22年591冊と増加傾向にある（資料８－２－①－３）。図書以外では，学術専門雑誌

14誌，一般及び自然科学雑誌25誌のほか，新聞６紙，白書等の政府刊行物等も自由に閲覧できるよ

うにしている（資料８－２－①－４）。 

資料８－２－①－１ 

図書館の蔵書数 

 

（出典 学生課作成資料） 

 

                         資料８－２－①－２ 

図書館運営規則抜粋 

 

（出典 本校図書館運営規則） 
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                      資料８－２－①－３ 

過去５年間の新規蔵書数の推移 

         

年     度 H18 H19 H20 H21 H22 

新規蔵書数 256 冊 216 冊 700 冊 1,020 冊 591 冊 

 

     （出典 学生課作成資料） 

 

                       資料８－２－①－４ 

図書館閲覧雑誌と視聴覚資料 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 （出典 学生課作成資料） 
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図書館業務の電算化により，蔵書は全てバーコード管理され，貸出・返却手続きの効率化が図られ，

学生の貸し出し件数は，年間約5000件となっている（資料８－２－①－５）。現在のシステムでは貸

出し件数のみが記録され，貸出し冊数は記録されない。また，図書館には情報端末を２台設置し，本

の検索と貸出し状況のチェックなどが出来るようにしている。さらに，学内のどこからでもウェブサ

イトでの蔵書の検索が行えるサービスを提供している（資料８－２－①－６）。 

 

                           資料８－２－①－５ 

図書貸出し統計 

  

（出典 学生課作成資料） 

 

                          資料８－２－①－６ 

図書検索システム 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（出典 本校図書館ウェブサイト） 
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図書館は，学校全体の学習センターとしての役割を果たすべく，平成16年９月より閉館時間を20時

までに延長し，その後授業期間中の土曜・日曜日昼間の開館を実施した。また，平成22年からハイブ

リッド図書館と称しDVD等の視聴覚資料を見ることのできる８台のパソコンブースを設けた（資料８

－２－①－７）。視聴覚資料として，「初歩からの数学」「メカトロニクスの知識」などのDVDを図

書館が19テーマ保有している（前出資料８－２－①－４）。 

 

                            資料８－２－①－７ 

図書室配置図 

 

（出典 学生課作成資料） 

 

図書館には，１階に視聴覚教室（１・２），ゼミナール室（１・２），共用ゼミナール室が付属し，

音楽をはじめとする授業，卒業研究などの研究発表会，各種講習会等で活用されている。また，談話

コーナー，ホールなども整備され，休み時間等に利用されている。 

研究活動をサポートする目的で，長岡技術科学大学の提供する文献検索サービス（JdreamⅡ）, 国

立情報学研究所の提供する文献検索サービス（CiNii）と文献複写サービス（ILL）を利用できるよう

に，学校単位での契約を行っている。さらに，アメリカ数学協会のオンライン文献システム

MathSciNetとも契約している。ILLを利用した文献複写件数は平成22年度で137件となっている。 
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（分析結果とその根拠理由）  

本校図書館は，約８万冊の蔵書を持ち，図書館内の情報端末だけでなくオンラインでの検索システ

ムを提供して学生の利便を図っている。また，閲覧机等設備面にも配慮し，開館時間の延長措置と合

わせて，学生が資料を有効活用できる体制を整えており，この点では優れている。一方で，視聴覚資

料の配備・充実を図り，パソコンブースを設けDVD等の視聴覚資料も閲覧できるよう改善を進めてい

る。 

 

 

（２）優れた点及び改善を要する点 

（優れた点）  

本校の施設・設備は現在平成12年に作成された長期計画に基づき整備が続けられており，平成19

年度の施設整備計画委員会が行った自己点検において，既存施設・設備は有効に活用されているこ

とが確認された。学内情報ネットワークの整備は，総合情報センターを中心として常に最先端の情

報ネットワークを維持するよう努めており，総合情報センター及び各科での学生のコンピュータ利

用環境が十分に整備されている。 

 

（改善を要する点）  

教育に必要な視聴覚資料の整備と活用についてさらなる改善を要する。 

 

（３）基準８の自己評価の概要 

本校の校地，各種施設（各教室及び実験・実習室，演習室，研究室，運動場，図書館など）は，高

等専門学校設置基準の第６章「施設および設備等」の条件を満足している。平成12年度に作成された

「国立学校施設長期計画書」に基づいて継続的に施設・設備の整備・充実が図られ，授業環境改善の

ための全教室への液晶プロジェクタとエアコンの設置，総合情報センターの設備更新，機械実習工場

への最新鋭の数値制御工作機械などの設置，マルチメディア教室の整備などが進められてきた。平成

19年度の施設整備計画委員会において，全ての施設・設備について利用状況や安全性などの調査が行

われ，概ね有効な利用が図られているといえることが確認された。 

また，ギガビットの校内LANが整備され，校内全域から教育及び業務サービスを提供する各種サー

バをストレスなく利用することが可能となっており，ネットワーク利用の基本ルールのもとに，教育

・研究に活発に利用されている。本校ネットワークは，ファイアウォールの設置，ウィルス対応ソフ

トの普及，ネットワーク管理体制の整備により，必要な情報セキュリティの確保を行っている。学生

が利用できる情報端末は，総合情報センター，各科演習室，研究室等に設置され，全学で500台を超

える PC が利用可能となっており，演習，実験，卒業研究等で有効に利用されている。 

教育研究に必要な図書，学術雑誌は，本校図書館を中心に整備され，平成23年３月末現在の蔵書数

は約８万冊となっており，教育及び研究に必要な技術・自然科学の専門書だけでなく，社会科学や芸

術など豊かな情操を養うための教養書も多く蔵書されている。図書以外に，学術専門雑誌14誌，一般

及び自然科学雑誌25誌などを購読し，学生が自由に閲覧できるようにしている。また，蔵書のバーコ

ード管理による貸出・返却手続きの効率化，閲覧室の整備，開館時間の延長，オンラインでの蔵書検

索サービスの提供など利用環境整備が継続的に行われている。 
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このように，教育課程に対して十分な施設・設備が整備され，概ね有効活用されている。また，視

聴覚資料の整備・活用について改善が進んでおり，図書館を中心として教育研究に必要な図書，学術

雑誌の整備が相応に行われている。 


